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六
八
四
）
年
に
会
津
藩
内
の
佐
瀬
与

次
右
衛
門
が
書
い
た
農
書
で
、
江
戸

時
代
の
農
書
の
代
表
作
と
さ
れ
る
宮

崎
安
貞
の
『
農
業
全
書
』
よ
り
十
三

年
早
く
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の

『
会
津
農
書
』
上
巻
に
よ
る
と
、
唐

箕
は
会
津
地
方
で
貞
享
元
（
一
六
八

四
）
年
に
使
用
記
録
が
あ
り
、「
ぬ
か

を
去
る
に
ハ
昔
よ
り
箕
を
以
簸
、
今

颺
扇
を
仕
ふ
ハ
ま
れ
ニ
有
。」
と
い
う

記
述
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
颺

扇
（
唐
箕
）
を
使
う
ひ
と
は
稀
で
あ

る
、
と
書
か
れ
て
お
り
会
津
地
方
に

お
い
て
使
用
さ
れ
て
は
い
た
け
れ
ど

も
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の『
会
津
農
書
』

は
様
々
な
書
き
手
に
よ
る
写
し
本
の

形
で
残
っ
て
お
り
、
原
本
は
発
見
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
中
に
寛
延
元

（
一
七
四
六
）
年
写
し
の『
会
津
農

書
』
下
巻
に
は
、
農
具
一
〇
〇
点
あ

ま
り
の
解
説
が
書
か
れ
て
い
て
、
唐

箕
も
そ
の
使
用
方
法
や
使
用
年
代
・

移
入
経
過
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
上
田
市

立
図
書
館
に
も
『
会

津
農
書
』
が
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
残

念
な
こ
と
に
唐
箕
の

説
明
分
の
記
述
や
、

農
具
一
〇
〇
点
の
解

説
が
書
か
れ
て
い
な

い
写
本
で
し
た
。

（
写
真
１
）

て
か
ら
土ど

臼う
す

挽
き
な
ど
で
籾
殻
と
玄

米
を
分
離
し
、
更
に
籾
殻
や
籾
に
混

ざ
っ
た
稲
の
葉
や
藁
な
ど
の
ご
み
を

取
り
除
い
て
玄
米
に
し
ま
す
。
こ
の

手
動
の
風
を
利
用
し
比
重
に
よ
っ
て

の
選
別
す
る
道
具
と
し
て
唐
箕
が
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
一
連
の
作

業
は
、
戦
前
ま
で
一
般
的
に
行
わ
れ

て
き
た
収
穫
後
の
流
れ
で
す
。

　

わ
が
国
最
古
の
紀
年
銘
（
製
作
年

ま
た
は
購
入
年
が
わ
か
る
も
の
を
指

す
）
の
あ
る
唐
箕
は
、
京
都
府
に
あ

る
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
銘
の
唐

箕
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
文

字
と
し
て
唐
箕
の
記
述
が
確
認
さ
れ

て
い
る
最
古
の
も
の
は『
会
津
農
書
』

上
巻
に
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
『
会
津
農
書
』
と
は
貞
享
元
（
一

　

当
館
に
と
っ
て
今
年
は
創
業
者
松

山
原
造
の
生
誕
一
五
〇
年
と
い
う
節

目
の
年
に
な
り
ま
す
。
ま
た
二
〇
二

五
年
一
月
に
建
物
・
内
装
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
に
着
手
、
十
一
月
二
十
一

日
の
原
造
の
誕
生
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
そ
れ
に

と
も
な
い
収
蔵
品
の
整
理
や
移
管
等

を
行
っ
て
い
た
過
程
で
展
示
品
の
唐と

う

箕み

以
外
に
収
蔵
庫
に
五
点
、
合
計
六

点
の
唐
箕
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
内
の
墨す

み

書が

き
等

が
あ
る
四
点
の
唐
箕
の
作
り
手
等
に

つ
い
て
紐
解
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。

唐
箕
と
は

　

広
辞
苑
に
よ
る
と
唐
箕
と
は
、
―

農
具
の
一
つ
。
穀
物
に
混
ざ
っ
た

秕し
い
な・
籾
殻
・
藁
屑
な
ど
を
除
去
す
る

も
の
。
鼓つ

つ
ど
う胴
の
内
部
に
設
け
ら
れ
た

翼よ
く

車し
ゃ

を
回
転
し
風
を
起
こ
す
。
上
部

の
漏
斗
か
ら
落
下
さ
れ
る
と
軽
い

夾き
ょ
う
ざ
つ
ぶ
つ

雑
物
が
飛
ば
さ
れ
選
別
さ
れ
る
。

颺と
う

扇み

―
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
米
作

に
お
い
て
は
刈
り
取
っ
た
米
を
ハ
ゼ

掛
け
等
で
天
日
乾
燥
さ
せ
、
そ
の
後

脱
穀
し
、
も
う
一
度
籾
を
乾
燥
さ
せ

―
松
山
記
念
館
収
蔵
の
農
具
―

四
つ
の
唐
箕
の
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

学
芸
員　

松
井　

以
久
子

長
野
県
下
に
お
け
る
唐
箕
の
使
用

　

県
下
に
お
い
て
紀
年
銘
の
あ
る
唐

箕
と
し
て
一
番
古
い
も
の
は
松
本
市

立
博
物
館
所
蔵
の
唐
箕
で
、「
天
明
二

年　

辰
」（
一
七
八
二
年
）「
庄
内
組
」

と
墨
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
唐

箕
は
翼
車
軸
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
唐
箕
を
分
類
し
た
近
藤
雅
樹

氏
の
調
査
に
よ
る
と
全
国
で
二
番
目

に
古
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
形
態
と

し
て
は
唐
箕
を
支
え
る
脚
数
は
四
本

で
選
別
口
は
並
列
、
羽
根
は
四
枚
と

い
う
構
造
で
出
来
て
い
ま
す
。
そ
の

二
年
後
天
明
四
年
に
作
ら
れ
た
唐
箕

が
長
野
県
諏
訪
部
富
士
見
町
に
あ
る

井
戸
尻
考
古
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
の
唐
箕
の
形
態
は
、
唐

箕
を
支
え
る
脚
数
が
六
本
で
選
別
口

は
左
右
振
分
で
羽
根
の
枚
数
が
三

枚
、
と
な
っ
て
い
て
松
本
市
立
博
物

館
の
天
明
二
年
の
唐
箕
と
は
脚
数
・

選
別
口
の
場
所
・
羽
根
の
枚
数
等
何

点
か
の
相
違
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
相
違
点
か
ら
す
る
と
、
二
つ
の

唐
箕
は
全
く
違
う
と
こ
ろ
か
ら
長
野

県
に
入
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
長
野
市
立
博
物
館
の
細
井
雄
次

郎
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
他
長

野
県
内
に
お
い
て
江
戸
時
代
に
作
ら

れ
た
と
さ
れ
る
唐
箕
は
十
三
点
に
も

お
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

長
野
県
下
に
お
い
て
唐
箕
が
使
用

さ
れ
始
め
た
時
期
に
つ
い
て
は
『
松

本
市
誌 
第
二
巻
歴
史
編
Ⅱ
近
世
』

に
は
「
唐
箕
は
弘
化
期
ご
ろ
か
ら
ひ

ろ
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
弘
化
期
と
は

一
八
四
四
年
か
ら
で
江
戸
時
代
が
終

わ
る
二
十
年
ほ
ど
前
に
あ
た
り
ま

す
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
長
野
県
内

で
一
般
的
に
唐
箕
が
使
わ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
で
は
長

野
県
内
に
お
い
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
唐

箕
が
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た
か
を

調
べ
る
と
、『
長
野
県
史 

近
代
史
料

編
第
五
巻
（
二
）
農
業
』（
当
館
蔵
）

に
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
書

か
れ
た
、「
大
蔵
省
宛
長
野
県
農
具
目

録
報
告
」
に
は
唐
箕
の
記
載
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
明
治
十
五
年
に
更
科

郡
長
中
島
誠
一
宛
に
書
か
れ
た
「
更

級
郡
力
石
村
農
具
使
用
解
説
書
」
に

は
手
鍬
や
草
刈
鎌
な
ど
と
と
も
に

「
唐
箕
ハ　

諸
収
穫
物
上
中
下
ニ
別

ル
具
ナ
リ
豎
（
た
て
の
意
）
三
尺
八

寸　

幅
五
尺　

代
価
四
円
」
と
書
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
唐
箕
は
こ
の

こ
ろ
か
ら
長
野
県
下
で
一
般
的
に
使

わ
れ
出
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

唐
箕
の
形
態
分
類

　

唐
箕
の
形
態
分
類
は
先
行
研
究
が

多
数
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
細
か
い

分
類
・
分
類
方
法
に
つ
い
て
は
割
愛

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
唐
箕
は
人
工

的
に
風
を
起
こ
す
送
風
部
、
穀
物
を

流
し
込
み
送
り
出
す
漏
斗
部
、
そ
し

て
比
重
に
応
じ
て
分
別
す
る
選
別
部

写真１  こちらの『会津農書』は
昭和19年に小野武夫氏によっ
て出版された（上田市市立図書
館蔵）
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で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

三
部
の
作
り
の
違
い
に
よ
っ
て
地
域

性
が
あ
り
、
一
般
的
に
唐
箕
の
形
態

は
西
日
本
型
と
東
日
本
型
に
分
け
ら

れ
る
と
い
う
の
が
通
説
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

小
坂
廣
士
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
し
て
西
日
本
型

は
「
風
を
起
こ
す
車
軸
が
太
い
柱
で

支
持
さ
れ
、
穀
類
を
流
し
込
む
漏
斗

の
形
が
三
角
形
で
あ
り
、
入
っ
た
穀

類
を
量
的
に
加
減
す
る
調
節
具
が
正

面
側
に
設
置
さ
れ
、
選
別
さ
れ
た
穀

類
の
排
出
口
（
選
別
口
）
が
正
面
の

二
箇
所
と
な
っ
て
い
る
（
並
列
）、
ま

た
唐
箕
本
体
を
支
え
る
脚
は
四
脚
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
型
の
特

徴
と
し
て
は
「
風
を
起
こ
す
車
軸
が

短
い
縦
木
で
支
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
漏
斗
の
形
態
が
舟
形
で
あ
る
こ

と
、
穀
類
の
落
下
量
の
調
整
装
置
が

側
面
側
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
選
別
さ

れ
た
穀
類
の
排
出
口
（
選
別
口
）
は

正
面
と
裏
面
と
の
二
方
向
へ
落
下
し

（
振
分
）、
唐
箕
本
体
を
支
え
る
脚

数
が
六
脚
以
上
の
多
脚
で
あ
る
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

で
は
、
今
回
取
り
上
げ
る
当
館
所

蔵
の
唐
箕
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
四

つ
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
を
見
て
み
ま
し
た
。

　

Ａ
の
唐
箕
は
（
写
真
２
）
風
を
起

こ
す
た
め
の
羽
根
は
四
枚
で
唐
箕
本

体
を
支
え
る
脚
は
多
脚
、
選
別
し
た

穀
物
を
排
出
す
る
選
別
口
で
あ
る
一

番
口
と
二
番
口
は
前
後
振
分
で
、
漏

斗
は
取
外
し
不
可
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
墨
書
き
が
あ
り
「
上
田

川
原
や
ぎ
上　

と
う
み
や
源
兵
衛

作
」
「
明
治
廿
五
年
九
月
新
調
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
唐
箕
は
上

田
市
大
屋
の
個
人
か
ら
の
寄
贈
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
の
唐
箕
は
（
写
真
３
）
風
を
起

こ
す
た
め
の
羽
根
は
四
枚
で
唐
箕
本

体
を
支
え
る
脚
は
多
脚
、
選
別
口
で

あ
る
一
番
口
と
二
番
口
は
前
後
振
分

で
、
漏
斗
は
取
外
し
不
可
と
な
っ
て

い
て
Ａ
の
唐
箕
と
同
じ
形
状
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
長
野
県
小
県
郡
本
原

村
荒
井　

田
中
〇
次
郎
〇
〇　

大
正

斗
年
九
月
吉
日
新
調
」
「
う
え
だ
本

元
川
原
柳
上　

と
う
み
や
源
兵
衛

作
」
と
墨
書
き
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
の
唐
箕
は
（
写
真
４
）
風
を
起

こ
す
羽
根
は
四
枚
で
、
把
手
は
金
属

製
の
ハ
ン
ド
ル
が
つ
い
て
い
て
、
唐

箕
本
体
を
支
え
る
脚
は
四
本
で
選
別

口
で
あ
る
一
番
口
と
二
番
口
は
振
分

で
漏
斗
は
取
外
し
不
可
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
久
田
式
唐
箕
」
と
商
品
名

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
の
唐
箕
は
（
写
真
５
）
風
を
起

送風部の
翼車軸指示具 漏斗 選別口 脚数 落下調整

装置

西日本型 太い柱で
支持されている

三角形、
取外し可能 並行 四本 正面操作

東日本型 短い縦木で
支持されている 舟形 振分 六本以上の

多脚 側面操作

図１　小坂廣志氏による唐箕の分類

写真２　Aの唐箕
漏斗の側面に「上田川原やぎ上　とうみ
や源兵衛作」と墨書きされている他に「明
治25年9月新調」とも書かれている

写真３　Bの唐箕
正面に「上田本元川原柳上　とうみや源兵衛作」と
墨書きされている

写真５　Dの唐箕
漏斗に「KANAZAWASIKI」とローマ字で書か
れている

写真４　Cの唐箕
「久田式唐箕」と書かれており金物で出来て
いる翼車の上部に「合名会社　久田農具製作
所」と書かれた銘板が取り付けられている
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（
写
真
７
）。
小
型
な
作
り
で
把
手

に
金
属
を
使
っ
て
い
る
点
か
ら
も
近

代
唐
箕
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
愛
知
県
碧
南
市
と
い
う
の
は
昭

和
二
十
三
年
に
大
浜
町
・
新
川
町
・

棚
尾
町
・
旭
村
が
合
併
し
て
で
き
た

市
な
の
で
当
館
に
あ
る
久
田
式
唐
箕

Ｃ
の
唐
箕
に
つ
い
て

　

こ
ち
ら
の
唐
箕
に
は
「
久
田
式
唐

箕
」
と
大
き
く
書
か
れ
、
翼
車
軸
の

つ
い
て
い
る
主
軸
に
は
銘
板
が
つ
い

て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
久
田
式
唐
箕

合
名
会
社
久
田
農
具
製
作
所　

愛
知

県
碧
南
市
」
と
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す

こ
す
羽
根
は
四
枚
で
、
把
手
は
金
属

製
の
ハ
ン
ド
ル
が
つ
い
て
い
て
、
唐

箕
本
体
を
支
え
る
脚
は
六
本
で
多
脚

と
な
っ
て
お
り
、
選
別
口
で
あ
る
一

番
口
と
二
番
口
は
振
分
で
漏
斗
は
取

外
し
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
金

沢
式
唐
箕
」
と
書
か
れ
て
い
て
、「
昭

和
貮
拾
四
年
七
月
吉
日　

関　

姓
三

郎
」
と
墨
書
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
唐
箕
の
特
徴

　

以
下
四
点
の
唐
箕
に
つ
い
て
作
ら

れ
た
背
景
等
を
見
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ａ
、
Ｂ
の
唐
箕
に
つ
い
て

　

こ
の
二
つ
の
唐
箕
は
ど
ち
ら
も
形

態
と
し
て
は
東
日
本
型
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
ま
た
「
上
田
川
原
や
な
ぎ
上

と
う
み
や
源
兵
衛
作
」（
Ａ
の
唐
箕
）

「
上
田
本
元
川
原
柳
上
と
う
み
や
源

兵
衛
作
」（
Ｂ
の
唐
箕
）
と
墨
書
き
が

さ
れ
て
い
て
、「
源
」
の
刻
印
（
写
真

６
）が
押
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

同
じ
屋
号
の
元
で
作
ら
れ
た
唐
箕
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。「
う
え
だ
川

原
や
な
ぎ
上
」
「
上
田
川
原
柳
上
」

と
い
う
地
名
は
現
在
の
上
田
市
中
央

東
に
当
た
り
、『
上
田
市
誌 

歴
史
編
』

に
よ
る
と
、
そ
の
昔
は
「
瓦
焼
」
と

書
か
れ
て
い
て
、
漢
字
の
通
り
上
田

藩
の
屋
根
瓦
を
焼
い
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
こ
の
地
に
瓦
師
が
定
住
し
て

い
た
記
録
は
な
い
そ
う
で
す
。
表
記

と
し
て
は
江
戸
時
代
の
絵
図
は
「
瓦

焼
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り

江
戸
時
代
の
宝
永
三
年
の
房
山
村
指

出
帳
に
は
「
川
原
焼
」、
そ
の
後
明

治
に
な
り
「
川
原
柳
」
と
表
記
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
読
み
方
は

「
か
わ
ら
や
き
」
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
あ
た
り
は
城

下
町
で
は
な
い
の
で
す
が
、
北
国
街

道
と
北
上
州
街
道
（
現
群
馬
県
）
と

の
分
岐
点
に
あ
た
り
商
業
も
発
展
し

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
小
県
郡
本

原
村
荒
井
」

と
所
在
地
が

墨
書
き
さ
れ

て
い
る
Ｂ
の

唐
箕
は
ま
さ

に
こ
の
北
上

州
街
道
に

よ
っ
て
運
ば

れ
た
こ
と
を

み
る
と
、
群

馬
県
へ
の
販
売
経
路
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
ま
す
。（
図
２
）

　

「
と
う
み
や
源
兵
衛
」
と
い
う
人

物
、
ま
た
は
店
が
な
い
か
と
『
上
田

市
誌
』
や
『
上
田
市
商
工
人
名
録
』

『
上
田
老
舗
図
鑑
』
な
ど
で
探
し
ま

し
た
が
行
き
当
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
元
上
川
原
柳
で
尋
ね
歩
い
て
い
る

と
、橋
詰
嘉
則
氏
に
出
会
え
ま
し
た
。

こ
の
方
は
昭
和
十
年
生
ま
れ
で
ご
自

分
の
家
で
も
「
と
う
み
や
源
兵
衛
」

の
唐
箕
を
使
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

橋
詰
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
「
と
う
み

や
源
兵
衛
作
」
の
唐
箕
を
作
っ
て
い

た
の
は
柳
沢
源
兵
衛
さ
ん
と
い
う
方

で
、「
と
う
み
や
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
源
兵
衛
さ
ん
の
家
は
上

川
原
柳
の
公
会
堂
近
く
の
矢
出
沢
川

に
架
か
る
橋
の
た
も
と
に
あ
っ
た
そ

う
で
、
何
代
も
前
か
ら
唐
箕
だ
け
で

は
な
く
、
木
工
職
人
と
し
て
注
文
を

受
け
て
作
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま

た
自
分
が
知
っ
て
い
る
源
兵
衛
さ
ん

は
大
東
亜
戦
争
で
戦
死
し
、
そ
の
後

家
も
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
、

と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
東
亜
戦
争
と
は
太
平
洋
戦
争
の
日

本
側
の
呼
称
で
昭
和
十
二
年
か
ら
昭

和
二
十
年
間
を
指
し
て
い
る
と
す
る

と
、
当
館
に
あ
る
「
と
う
み
や
源
兵

衛
作
」
の
二
つ
の
唐
箕
は
明
治
二
十

五
年
と
大
正
二
年
の
製
作
な
の
で
先

代
の
源
兵
衛
さ
ん
に
よ
る
唐
箕
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

写真６　Bの唐箕に掘られた刻印
逆さ文字になっているが「上田　
源」と彫られている。同じような刻
印がAの唐箕にもある

矢出沢川

←
上
田
城

↓上田駅

旧上州街道 →

旧北国街道

A

B
●

●

中央5丁目

中央東

18

18

144

図２　上田の地図
Ａは上川原柳の公会堂。その近くを流れる矢出沢川に架かる橋のたもとＢの辺りに柳沢源兵衛
さん宅があったと思われる場所
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は
昭
和
二
十
三
年
以
降
に
作
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
正
十
五
年

に
長
野
県
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
改
良

農
具
ニ
関
ス
ル
調
査
』（
当
館
蔵
）
に

は
久
田
式
動
力
人
力
兼
用
唐
箕
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
こ
の
時
期

に
は
長
野
県
に
も
販
路
が
作
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
昭

和
四
年
農
林
省
農
務
局
出
版
の
『
優

良
農
用
器
具
機
械
ニ
関
ス
ル
調
査
』

（
当
館
蔵
）
や
昭
和
九
年
十
二
月
に

大
日
本
農
機
具
協
会
が
出
し
た
『
農

用
器
具
機
械
ノ
購
入
指
針 

本
會
證

票
ヲ
貼
付
ス
ル
器
具
機
械
ノ
名
稱

（
第
一
回
）
』（
当
館
蔵
）
に
久
田
式

唐
箕
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る

と
、
昭
和
初
期
に
は
全
国
的
に
シ
ェ

ア
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
久
田
式

唐
箕
（
Ｃ
）
は
当
館
へ
の
寄
贈
記
録

が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
ど
の
地
区

で
使
わ
れ
て

い
た
か
も
不

明
で
す
。
合

名
会
社
久
田

農
具
製
作
所

の
そ
の
後
を

知
り
た
い
と

思
い
『
農
機

具
名
鑑
』
等

で
探
し
ま
し

た
が
た
ど
り

着
け
ず
、
名

古
屋
法
務
局
岡
崎
支
局
に
問
合
せ
を

し
た
と
こ
ろ
昭
和
五
十
九
年
十
一
月

三
十
日
付
で
「
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｄ
の
唐
箕
に
つ
い
て

　

こ
ち
ら
の
唐
箕
に
は
「
金
沢
式
」

と
書
か
れ
た
紙
と
、
唐
箕
の
説
明
文

が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
８
）。

ま
た
、
も
う
一
枚
貼
ら
れ
た
紙
に
は

ら
村
会
議
員
を
一
期
務
め
た
方
だ
っ

た
そ
う
で
、
地
元
の
名
士
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
林
氏
に
よ

る
と
、
守
教
氏
よ
り
二
～
三
代
前
か

ら
唐
箕
を
製
作
し
て
い
て
、
一
番
会

社
が
盛
ん
だ
っ
た
時
は
台
湾
に
ま
で

唐
箕
を
輸
出
し
て
い
た
と
い
う
話
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
と
お
話
し
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
た
だ
日
本
の

統
治
下
の
台
湾
・
満
州
に
お
い
て
唐

箕
の
輸
出
に
関
す
る
記
載
は
確
認
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｄ
の
唐
箕
の

漏
斗
の
と
こ
ろ
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

で「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
」

と
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
輸
出

用
に
も
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
金
沢
式

唐
箕
（
Ｄ
）
は
墨
書
き
に
よ
る
と
昭

和
二
十
四
年
七
月
吉
日
に
関
姓
三
郎

と
い
う
方
が
購
入
し
た
よ
う
で
、
年

代
か
ら
み
て
先
代
の
陸
海
氏
の
時
の

唐
箕
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
当
館
へ
の
搬
入
経
路
等
は

不
明
の
た
め
ど
の
地
区
で
使
わ
れ
て

い
た
の
か
は
た
ど
り
つ
け
ま
せ
ん
で

し
た
。

さ
い
ご
に

　

今
回
四
つ
の
唐
箕
に
つ
い
て
そ
の

製
作
者
を
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
背
景
を
ほ
ん
の
少
し
垣
間

見
る
と
こ
が
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

唐
箕
は
江
戸
時
代
後
半
か
ら
機
械
化

「
中
央
價
格
査
定
委
員
會　

第
〇
一

二
六
六
號
二
二
．
〇
二
円
」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
唐
箕
本
体
に
は「
Ｂ

型
長
野
県
上
水
内
郡
新
町
金
沢
農
機

製
作
所
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

上
水
内
郡
新
町
は
現
長
野
市
信
州
新

町
で
、
山
間
の
犀
川
に
沿
っ
て
国
道

十
九
号
が
幹
線
道
路
と
な
っ
て
い
る

地
区
で
す
。『
農
機
具
名
鑑
』（
当
館

蔵
）
で
金
沢
農
機
製
作
所
の
住
所
を

調
べ
て
行
っ
て
み
る
と
、
国
道
十
九

号
と
並
行
し
た
道
沿
い
で
古
く
か
ら

あ
る
商
店
が
幾
つ
も
あ
る
旧
道
に
面

し
た
場
所
で
し
た
が
、
す
で
に
更
地

に
な
っ
て
い
た
の
で
面
影
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
近
所
を
尋
ね
歩
い
て

み
る
と
、
最
後
の
社
長
だ
っ
た
金
沢

守
教
さ
ん
は
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
十

数
年
ほ
ど
前
に
廃
業
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
金
沢
守
教
氏
の
同
級
生

と
い
う
方
か
ら
も
話
を
お
聞
き
で
き

ま
し
た
。
こ
の
方
は
林
忠
良
氏
（
昭

和
五
年
生
ま

れ
）
で
、
林

氏
に
よ
る
と

金
沢
農
機
製

作
所
の
屋
号

は
「
入い

り

久く

」

と
言
っ
た
そ

う
で
す
。
金

沢
守
教
氏
の

父
陸
海
氏
は

金
沢
式
唐
箕

を
作
り
な
が

が
浸
透
す
る
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
長

い
間
使
わ
れ
て
き
た
農
具
で
す
が
、

大
量
生
産
さ
れ
る
以
前
は
そ
れ
ぞ
れ

の
作
り
手
に
よ
っ
て
一
つ
一
つ
作
ら

れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

記
念
館
に
見
学
に
い
ら
し
た
方
の

中
に
は
「
今
で
も
家
で
は
蕎
麦
の
選

別
に
使
っ
て
い
る
」
と
教
え
て
く
だ

さ
る
お
客
様
も
お
り
、
今
な
お
活
躍

し
て
い
る
唐
箕
も
あ
る
よ
う
で
す
。

改
め
て
当
館
に
見
学
に
い
ら
し
た
お

客
様
の
唐
箕
は
ど
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
た
の
か
と
、
今
更
な
が
ら
思
い

を
馳
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
長
野
県
の
唐
箕
の
特
徴
に
つ
い
て
』
細
井

雄
次
郎　

長
野
市
立
博
物
館
紀
要
第
十
五
号

平
成
二
十
六
年

「
長
野
県
史　

近
代
史
料
編　

第
五
巻
（
二
）

産
業　

農
業
」　

長
野
県　

平
成
元
年

『
農
用
器
具
機
械
ノ
購
入
指
針
』　

大
日
本
農

機
具
協
會　

昭
和
九
年

『
非
文
字
資
料
と
し
て
の
農
書
・
風
俗
帳
』　

佐
々
木
長
生　

平
成
二
十
一
年

『
民
具
学
事
典
』「
紀
年
銘
を
も
つ
民
具
」「
唐

箕
で
読
む
」
小
坂
廣
志 

日
本
民
具
学
会
編　

令
和
二
年

『
上
田
市
誌　

歴
史
編
七　

城
下
町
上
田
』

平
成
十
四
年

『
広
辞
苑
』
第
七
版　

平
成
三
十
年　

『
農
機
具
名
鑑
』　

株
式
会
社
近
代
農
業
社

『
紀
年
名
唐
箕
の
形
態
分
類
』　

近
藤
雅
樹　

平
成
二
十
二
年
公
開

『
松
本
市
史　

第
二
巻
歴
史
編
Ⅱ
近
世
』　

平

成
七
年

写真７　Cの唐箕
「合名会社　久田農具製作所」の銘板

写真８　Dの唐箕に貼られた最新型金沢
式唐箕の「使用法及特長」が書かれてい
る。「農林省生産指定工場」とも記載さ
れている
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松
山
記
念
館
と
は

　

松
山
原
造
が
明
治
33
年
（
１
９
０
０

年
）
に
犂
先
が
左
右
に
切
り
替
わ
る
短

床
型
双
用
犂
を
発
明
、
翌
年
に
「
単

鑱
双
用
犂
」
と
命
名
し
特
許
登
録
、

我
が
国
に
お
け
る
特
許
改
良
犂
並
び

に
双
用
犂
の
元
祖
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
山
記
念
館
は
松
山
犂
の
資
料
を

中
心
に
歴
史
的
評
価
の
あ
る
文
献
、

農
具
等
を
展
示
・
公
開
し
、
目
で
見

る
歴
史
を
学
ぶ
場
と
し
て
開
設
し
た

民
俗
資
料
館
で
す
。

松
山
記
念
館
の
歩
み

　

昭
和
52
年
、
地
元
丸
子
町
農
協
よ

り
米
穀
倉
庫
を
譲
り
受
け
、
資
料
収

集
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
松

山
記
念
館
を
開
館
、
平
成
３
年
に
財

団
法
人
松
山
記
念
館
設
立
が
許
可
さ

れ
、
翌
年
に
は
博
物
館
法
に
よ
り
登

録
博
物
館
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
25
年
１
月
に
公
益
財
団
法
人
松
山

記
念
館
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
60
年
に
開
館
し
て
か
ら
今
年

で
40
年
と
な
り
、
施
設
老
朽
化
や
展

示
の
刷
新
を
す
る
た
め
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。
第
一
展
示
室

と
事
務
所
棟
は
新
築
と
し
、
第
二
展

示
室
、
第
三
展
示
室
は
内
装
を
改
修

し
ま
し
た
。

犂
を
通
し
て
農
業
を
学
ぶ

　

農
業
に
携
わ
る
人
や
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
に
、
農
業
の
歴
史
を
通
し

て
地
域
や
自
然
の
こ
と
を
伝
え
た
い
。

利
用
者
が
、
松
山
犂
を
発
明
し
普
及

に
努
め
た
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、

畜
力
犂
が
普
及
し
農
業
技
術
が
進
歩

し
て
い
く
様
子
が
実
物
資
料
を
通
し

て
学
べ
、
土
を
耕
す
歴
史
を
実
感
で

き
る
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
展
示
室
は
①
松
山
原
造
の
生

い
立
ち
②
明
治
期
の
農
業
政
策
と
農

業
教
師
松
山
原
造
③
在
来
犂
か
ら
近

代
犂
へ
④
複
式
簿
記
⑤
普
及
活
動
⑥

創
業
期
か
ら
の
工
場
経
営
の
進
展

　

第
二
展
示
室
は
①
在
来
犂
の
い
ろ

い
ろ
②
松
山
犂
③
収
集
し
た
畜
力
犂

④
犂
か
ら
ト
ラ
ク
タ
用
作
業
機
へ
⑤

犂
製
造
部
の
様
子

　

第
三
展
示
室
は
①
明
治
・
大
正
期

の
稲
作
農
具
②
農
業
の
未
来
へ　

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
末
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
予
定
で
す
。
是
非
と
も
ご
来
館
し

て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

公益財団法人 松山記念館
〒386-0401 長野県上田市塩川2874-1
電話 0268-35-3650
◇開館時間　10：00～16：00
◇休 館 日　土曜日、日曜日、国民の祝日
　　　　　　盆 ８/13～８/16
　　　　　　年末年始 12/29～１/５
◇入 館 料　無料

３月  解体工事開始

７月７日  上棟

５月８日  地鎮祭　信州海野宿 白鳥神社 石和宮司 様
松山記念館関係者　栗木組関係者で行われました

公
益
財
団
法
人
松
山
記
念
館

公
益
財
団
法
人
松
山
記
念
館

２
０
２
５
年

２
０
２
５
年
1111
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定

月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定

新記念館　外観完成イメージ

第一展示室  内観イメージ

第二展示室  内観イメージ
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松山記念館日誌
月 日 曜日 内容・実施事項

令和６年（2024）年
9 26 木 図書購入「一般公社団・財団法人の実務」

10 11 金 第30回文化講演会・演題
「上田ワイン産業振興および地域の活性化に向けた椀子ワイナリーの役割」

10 22 火 木曽青峰高等学校・富士見高等学校へ図書等寄贈
11 11 月 消火器の点検　㈱コウサカ…異常無し

11 26 火 ティラー用スキについて松山㈱のOB坪井努氏より聞き取り調査
（写真①）

12 13 金 令和６年理事会
（令和６年度中間事業報告と令和７年度事業計画、予算書等の承認他）

12 17 火 長野県立歴史館より
「描かれた川中島合戦」（屏風・錦絵に見る戦いの世界）１札受贈

12 17 火 令和7年度事業計画書等の提出（行政庁長野県へ）

令和７年（2025）年　
12/28 1/5 土～日 12/28～1/5年末年始休業
1 6 月 開館、仕事始め
1 20 月 令和6年度会計及び業務監査（監事２名）
1 31 金 土地家屋調査（新記念館建設のため近隣土地所有者と立会い）
2 7 金 理事会（令和６年度事業報告及び決算の承認その他）

2 20 木 令和６年度博物館等関係職員研修会　長野県立歴史館
「文化財保護と文化財レスキュー」 （松井学芸員・上田事務長）

2 21 金 令和６年度博物館等関係職員研修会　長野県立歴史館
「ときめきミュージアムとその役割」 （松井学芸員・上田事務長）

2 21 金 神奈川大学院生１名　踏鋤調査で来館
2 25 火 松山犂寄付品引取り　原村（馬耕２段犂） （松井学芸員・上田）

2 25 火 長野県立歴史館より
「2025年春号　長野県立歴史館たより」1冊受贈

2 28 金 評議員会（前年度事業報告及び決算の承認その他）
3 11 火 長野県知事宛「事業報告等の提出書」提出
3 24 月 仮事務所移転　松山㈱記念館分館へ
3 25 火 松山記念館解体工事スタート　理事長、ご近所へ挨拶回り

3 27 木 熊本学園大学付属産業経済研究所より
産業遺産の宝庫「来民文庫」の調査研究　１冊受贈

4 2 水 松山㈱OB土屋仁一氏より工具について聞き取り調査（写真②）
4 16 水 図書寄贈説明訪問　塩尻志学館高校
4 25 金 福井努理事　聞き取り調査（田中理事・松井学芸員・上田）

4 25 金 西尾和実評議員葬儀（4/21ご逝去）
参列：松山理事長・記念館関係者

4 28 月 図書寄贈説明訪問　丸子修学館高校

5 8 木 新記念館起工式（地鎮祭）
白鳥神社石和神官・理事長・記念館関係者・工事関係者

5 15 木 消火器の点検　㈱コウサカ…異常無し
5 22 木 長野県博物館協議会総会　参加：松井学芸員・上田事務長
6 2 月 松山㈱新入社員研修14名
6 18 水 長野県立歴史館より　信濃の風土と歴史29「原始」1冊受贈
7 5 土 米熊慎蔵龍馬会総会　参加：松山理事長・上田事務長

7 11 金 松山記念館視察研修会
井戸尻考古館・サントリー白州蒸留所　11名参加（写真③）

7 31 木 関東甲信クボタ新入社員研修16名
8 1 金 松山記念館「資金運用規程」新設　書面決議により
10 24 金 第31回文化講演会「150年前の信州」　講師：新井寛子氏 記念館リノベーション会議の様子

③視察研修　井戸尻考古館にて

②松山㈱OB土屋仁一氏より聞き取り調査

①松山㈱OB坪井努氏より聞き取り調査
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★
令
和
六
年
十
二
月
十
三
日
㈮
協
同

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
三
十
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

①
令
和
七
年
度
事
業
計
画
書
（案）
・
同

収
支
予
算
書
（案）
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

②
そ
の
他
報
告
事
項
承
認
。

★
令
和
七
年
二
月
七
日
㈮
協
同
サ
ー

ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
三

十
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

①
令
和
六
年
度
事
業
報
告
書
（案）
及
び

事
業
報
告
の
付
属
明
細
並
び
に
同
収

支
決
算
書
（案）
及
び
財
務
諸
表
等
を
、

監
事
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
後
審

議
さ
れ
、出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

②
定
例
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て
、

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
㈮
協
同

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

開
催
を
可
決
承
認
。

③
そ
の
他
報
告
事
項
承
認
。

★
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
㈮
協
同

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
十
七
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

①
令
和
六
年
度
事
業
報
告
書
（案）
及
び

事
業
報
告
の
付
属
明
細
並
び
に
同
収

支
決
算
書
（案）
及
び
財
務
諸
表
等
を
、

　

令
和
六
年
十
月
十
一
日
㈮
松
山
記

念
館
主
催
、
上
田
市
・
上
田
市
教
育

委
員
会
後
援
で
、
松
山
㈱
三
階
ホ
ー

ル
に
て
、
第
三
十
回
文
化
講
演
会
を

開
催
し
た
。

　

講
師
に
、
メ
ル
シ
ャ
ン
ワ
イ
ン
㈱
の

シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
事
業
部
Ｇ
Ｍ

で
工
学
博
士
の
小
林
弘
憲
氏
に
お
願

い
し
、
演
題
『
上
田
ワ
イ
ン
産
業
振

興
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
役
割
』
を
テ
ー
マ

と
し
て
講
演
さ
れ
た
。

（
聴
講
者
：
百
五
十
人
）

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
主
催
者
を
代

表
し
て
松
山
久
理
事
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
今
講
演
会
の
ご
後
援
を
い
た
だ
い

た
上
田
市
、
上
田
市
教
育
員
会
と
、

ご
多
忙
の
な
か
本
日
の
講
演
を
お
引

き
受
け
い
た
だ
い
た
講
師
に
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
る
と
共
に
、
五
年
前
の

文
化
講
演
会
に
お
け
る
馬
耕
伝
習
者

と
メ
ル
シ
ャ
ン
と
の
出
会
い
に
触
れ
、

「
フ
ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン
の
産
地
・
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
で
は
耕
作
地
が
狭
い
の
で
ブ

ド
ウ
栽
培
は
う
ね
幅
を
狭
く
し
て
た

く
さ
ん
の
苗
木
を
植
え
、
馬
耕
に
よ
っ

て
栽
培
管
理
を
す
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
。
上
田
ワ
イ
ン
の
さ
ら
な
る
振
興
に

向
け
て
講
演
が
有
意
義
に
な
る
よ
う

期
待
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
後
援
者
を
代
表
し
て
上
田

市
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
中
村

尚
文
セ
ン
タ
ー
長
が
「
気
候
変
動
な

ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
が
、気
候
、風
土
な
ど
様
々

な
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
業
の
振

興
が
必
要
で
あ
る
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
紹

介
さ
れ
、
講
演
に
入
っ
た
。

　

講
演
で
小
林
Ｇ
Ｍ
は
、
メ
ル
シ
ャ
ン

の
歴
史
、
日
本
ワ
イ
ン
の
現
在
の
立
ち

位
置（
消
費
量
は
四
十
年
間
で
八
倍
）

な
ど
を
説
明
し
た
後
、
ど
う
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
で
ワ
イ
ン
造
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
に
つ
い
て
「
日
本
を
世
界
の
銘

醸
地
に
し
た
い
と
い
う
大
き
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
あ
り
ま
す
。
海
外
か
ら
は
ま

だ
、
日
本
は
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
い
る
の

か
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
の
で
、
我
々

の
活
動
を
世
界
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

日
本
の
ワ
イ
ン
の
良
さ
を
広
め
た
い
」

と
強
調
し
た
。
そ
し
て
椀
子
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
掲
げ
る
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、
①
地
域
と
の
共
生
②
自
然
と

の
共
生
③
未
来
と
の
共
生
を
紹
介
。

①
で
は
椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
開
園

当
時
か
ら
地
元
の
皆
様
に
、
植
樹
、

除
葉
、
収
穫
な
ど
の
年
間
を
通
じ
た

栽
培
作
業
に
多
大
な
支
援
、
ま
た
ワ

イ
ナ
リ
ー
建
設
に
対
す
る
熱
い
思
い

も
い
た
だ
い
た
と
謝
意
を
述
べ
た
。
②

で
は
二
〇
〇
〇
年
当
時
、
一
部
遊
休
荒

廃
地
化
し
て
い
た
陣
場
台
地
が
椀
子

ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
こ
と
で
年
間
を
通
じ
て
栽
培
管
理

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
研
機

構
が
毎
年
行
っ
て
い
る
生
態
調
査
に

よ
る
と
、
年
を
経
る
ご
と
に
多
種
類

の
植
物
、
昆
虫
、
鳥
類
の
存
在
が
確

認
さ
れ
、
在
来
植
物
の
保
護
及
び
生

態
系
の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の

報
告
が
さ
れ
て
い
る
と
し
、
今
後
も

景
観
を
守
る
べ
く
日
々
の
栽
培
管
理
、

ひ
い
て
は
日
本
の
里
山
を
守
る
活
動

に
励
み
た
い
と
述
べ
た
。③
で
は
現
在
、

地
域
住
民
と
協
働
し
、
地
元
の
小
学

生
に
向
け
た
食
育
活
動
（
ジ
ャ
ガ
イ

モ
栽
培
）
を
椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
一

部
で
実
施
し
、
ま
た
ブ
ド
ウ
栽
培
作

業
を
通
じ
た
職
場
体
験
お
よ
び
社
会

科
総
合
学
習
の
場
と
し
て
、
地
元
の

中
学
校
お
よ
び
高
校
に
活
用
さ
れ
て

い
る
と
し
た
。
そ
し
て
今
後
も
ブ
ド
ウ

畑
お
よ
び
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
す
べ
て
を
活

用
し
、
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
次
世
代
を
育
て
る
取
組
を
よ
り
強

化
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

監
事
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
後
審

議
さ
れ
、出
席
者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

②
そ
の
他
報
告
事
項
承
認
。

　

松
山
㈱
の
令
和
七
年
度
新
入
社
員

は
、
六
月
二
日
㈪
松
山
記
念
館
分
館

に
お
い
て
、
松
山
㈱
創
業
者
松
山
原

造
の
生
立
ち
、
創
業
以
来
の
犂
及
び

犂
の
歴
史
を
研
修
し
た
。

開
館
日
数　
　

二
百
三
十
九
日

見
学
者
総
数　

三
百
六
十
人

〈
内
訳
〉

県
外
（
含
む
外
国
）�

六
八
・
一
％

東
信�

一
九
・
四
％

北
信�

七
・
二
％

南
信�

〇
・
六
％

中
信�

四
・
七
％

日
時
：
令
和
七
年
十
月
二
十
四
日
㈮

場
所
：
松
山
㈱
三
階
ホ
ー
ル

講
師
：
長
野
県
立
歴
史
館
・
学
芸
部
・

	�


文
献
史
料
課
・
文
化
財
指
導

主
事　

新
井
寛
子　

氏

演
題
：「
百
五
十
年
前
の
信
州
」

主
催
：
公
益
財
団
法
人
松
山
記
念
館

後
援
：
上
田
市
、上
田
市
教
育
委
員
会

文
化
講
演
会
開
催

理
事
会
開
催

松
山
㈱
新
入
社
員
の
研
修
見
学

令
和
六
年
度
当
館
見
学
者

第
三
十
一
回
文
化
講
演
会
決
定

評
議
員
会
開
催


